






















































 倉橋島では，寛永地詰の結果である寛永 15 年（1638）「安芸国安南郡倉橋島地詰帳」（倉
橋歴史民俗資料館所蔵。以下，寛永地詰帳と呼ぶ）が伝わる。ここでいう「倉橋島」とは倉
橋島南部と鹿島を含む旧倉橋町域に当たり，この範囲が一村落に相当する行政単位として
扱われていた。この寛永地詰帳はすでに佐竹 昭によって検討されており，総 2,582 筆，面
積 108 町 2 反余，石高 1,100 石余となる田畠・屋敷のうち，切畠として 256 筆（うち鹿島















































あったが，寛文地抨帳では 100 町余に減少した（倉橋町 2001：229）。その原因は，田畠の
各等級で面積が大きく変動したことにあり，実際の農地面積の変動や等級評価の変更が反 
 
    
写真１ 「寛永地詰帳」末尾集計の記載   写真２ 「寛文地抨帳」本文の記載例 
倉橋歴史民俗資料館所蔵              倉橋歴史民俗資料館所蔵 
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    大字／小字／旧称字 筆数 畝.歩 
1冊目 46-76 水越 上河内／恵周山／水越 10 10.00  □○ 
77-173 小林 小林 8 6.09 ●□○ 
174-186 いしはら 石原 2 3.12  □○ 
187-192 小林 小林 1 1.00 ● ○ 
193-222 いしはら 石原 2 3.12 ●□○ 
308-378 石原 石原 8 16.00 ●□○ 
751-761 飯山  1 0.15  □○ 
803-806 原 才ノ木／原之奥／ハラ 2 11.09  □○ 
807-826 とうけ 上河内／前火山／峠ノ下 16 20.15  □○ 
827-835 たお  6 13.00   ○ 
836-837 かた山  1 1.12   ○ 
840-844 小迫  2 1.21  □○ 
846 中ノうね 小林／中畦／中畦 1 0.21   
853-858 みどうのをく  1 0.24 ● ○ 
911-920 ちんかい 上河内／恵周山／珎開 4 8.15   ○ 
921 みどうのをく  1 4.12   
922-932 えしう 上河内／恵周山 5 10.03   ○ 
991-993 いやこ［ ］ろ  1 3.00   ○ 
1046-1053 はら （長谷） 2 0.27 ●□○ 
1103-1126 大かう 大向 8 14.09 ●□○ 
1135-1145 とうけ  1 0.12 □  
1146-1200 ［   ］   3 7.12 ●□○ 
2冊目 13-106 ［   ］   2 0.06 ●□○ 
107-124 同所みやのうへ  7 7.06  □○ 
125-133 同所とりこゑ 才ノ木／財崎／トリコエ 8 4.21   ○ 
134-151 同所宮ノわき 上河内／新町／宮ノワキ 10 14.21  □○ 
171-201 宮ノうら 才ノ木／宮ノ浦山／先宮ノ浦 9 20.00  □○ 
202-214 おそかう 石原／獺郷 6 6.15  □○ 
215-218 さこ  1 1.00  □○ 
230-254 おそかう 石原／獺郷 7 5.12 ●□○ 
255-267 ゑた 須川／江田／エタ 1 1.00  □○ 
268-270 同所はま 須川／江田／エタ 1 2.12 □  
275-282 ゑの木田  1 0.15  □○ 
284-292 にしひら 須川／西平 2 1.21  □○ 
293-296 同所いわもと 須川／岩本 1 0.03 □  
325-335 ［  ］田  1 1.18  □○ 
343-359 西平 須川／西平 4 1.24  □○ 
361 ［  ］ち  1 3.00   
366-370 升濱  1 1.12  □  
371-379 須河西平 須川／西平 2 0.27 ●□○ 
504-514 濱 尾立／小浜／浜 3 4.03  □○ 
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532-539 いわもと 尾立／岩元 3 7.15 ●□○ 
540-545 ゑご  1 4.00 ● ○ 
548-551 大さこ 尾立／大迫 1 4.27  □○ 
1160-1183 宮ノくし （鹿島） 11 13.21   ○ 
1184-1187 さやの木 （鹿島） 2 15.18   ○ 
1188-1192 石原 （鹿島） 3 7.00   ○ 
1208-1210 すわき （鹿島） 2 250.00 □  
1211-1215 うはま 鹿島／宇浜 1 6.00  □○ 
1216-1244 丸田 （鹿島） 12 19.21  □○ 
1245 ちやせん （鹿島） 1 1.00   
1246-1252 畠本 （鹿島） 7 6.24   
1253-1254 さやの木 （鹿島） 2 6.15   
1255-1272 はへもと 鹿島／砠之元 8 15.21   ○ 
1273-1280 しりこ 鹿島／尻郷 7 11.24   ○ 
1281 さるはた （鹿島） 1 10.00   
1282 まつ原 （鹿島） 1 3.00   
1283-1311 ふかうさま 鹿島／福王山 15 52.00   ○ 
1312-1350 ふかう［ ］ （鹿島） 21 31.09  □○ 
おおまかな大字のまとまりごとに横罫を設けた。1 冊目 1046 筆目からの「はら」は，前後の小地名から大





詰帳 2 冊目 1160 筆目から記載されているが，小地名ごとの切畠の面積や筆数も比較的多
く，他の田畠を伴わない切畠だけの小地名も 5 か所ある。そのなかでも，字 1208 筆目から
の「すわき」は，1 町 1 反と 1 町 4 反という大きな切畠 2 筆と，2 反の下下田から構成さ
れ，いずれも喜兵衛という人物によって名請けされている。こうした例は，集落近くで補助
的に小規模に営む焼畑とは性格が異なり，まとまった食糧確保のために設けられた焼畑で
あった可能性が高い。 
 鹿島においては，19 世紀の半ばより定住が進み，「口碑では，藩政期には焼畑も行われて
いた」（倉橋島 2000：76）という。出作り地ないし開拓地としての性格が強かった鹿島で
は，比較的遅くまで焼畑が営まれたのかもしれず，その系譜は近世の初頭にまで遡るといえ
よう。その一方，倉橋島本島では焼畑の記憶が明確ではないことから，途絶えるのも早かっ
たことが想像される。 
 
４．おわりに 
 小稿では，低地や海辺の焼畑への関心から，近世の倉橋島の寛永地詰帳に記載された切畠
について若干の検討を行った。その結果，切畠は焼畑的な畑作であった可能性が高いと判断
され，集落近くで食糧生産を補助する役割と，鹿島で出作りや開拓を牽引する役割という二
つの性格を持っていた推測された。こうした切畠の姿は，かつて焼畑が奥地山村に限定され
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るものでなく，低地や海辺でも広範に行われていたことを，よく物語っている。 
 ただし，小稿は用字や分布を検討したに止まり，焼畑をめぐる出作りや農法的な実態につ
いては，何も触れることができなかった。また，寛永地詰帳に記載された名請人と所持田畠
の繋がりや，寛文地抨帳との照合については，さらに分析の余地があるが，調査時間が限ら
れ，果たせなかった。また，広島藩の林野制度との兼ね合いや，漁業・造船業など他の生業
とのバランスについても，採りあげることができなかった。いずれも，瀬戸内島嶼の焼畑の
性格を捉える上で重要な論点である。後考を待ちたい。 
 
史料の閲覧と写真掲載にあたり，呉市文化振興課（市史編さんグループ）にご配慮をいただきま
した。深くお礼申し上げます。なお私事ながら，筆者の父方の祖父は倉橋島の出身であり，その
伯父・米家団次郎は昭和 20～21 年に倉橋町長を務めました。ゆかりある地域で調査実習をさせ
ていただいたことに，感謝申し上げます。 
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